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著者は雌性 SDバージンラット（3, 12, 21, 24, 28ヵ月齢）を用いて、尿道機能の評価指標の一つで
ある尿漏出時圧（leak point pressure；LPP）の測定をし、3 ヵ月齢を若齢ラットとして、尿漏出時圧
の顕著な変化が認められた 24 ヵ月齢を老齢ラットとして試験に供している。まず、外尿道括約筋
（external urethral sphincter; EUS）の機能を評価するため、陰部神経刺激誘発尿道内圧上昇作用を
検討している。次に、尿道平滑筋の機能を評価するため、灌流法による尿道内圧測定系を用いて、フェ
ニレフリンによる尿道内圧上昇作用を検討している。さらに、組織学的な変化を検討するため、ヘマト
キシリン・エオシン染色、マッソン・トリクローム染色、並びに抗 myosin heavy chain抗体及び抗 laminin
抗体による蛍光免疫二重染色を行っている。そして最後に、雌性 SD 老齢ラットを用いて、神経刺激依































平成 30年 1月 12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
